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◆ 著 書 
1)  安田智美．ストーマリハビリテーション基礎と実際．第 3 版．ストーマリハビリテーション講習会実行委員会編．
東京：金原出版；2016 Feb．第 6 章，ストーマ用品；p. 96-101． 
2)  安田智美編．ストーマリハビリテーション基礎と実際．第 3 版．ストーマリハビリテーション講習会実行委員会編．
東京：金原出版；2016 Feb．376p． 
 
◆ 原 著 
1)  藤野由紀子，安田智美，道券夕紀子，茂野 敬，梅村俊彰．在宅高齢者の予防的スキンケアに関する研究 保湿成分
入り入浴剤とローションの比較．富山大看誌．2016 Mar；15(2)：105-16． 
2)  藤野由紀子，安田智美，道券夕紀子，茂野 敬，梅村俊彰．在宅高齢者の皮膚生理機能とスキンケアの実態調査．
富山大看誌．2016 Mar；15(2)：93-104． 
3)  茂野 敬，安田智美，梅村俊彰，伊井みず穂，道券夕紀子．富山市におけるオストメイト対応トイレの実態調査．
日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会誌．2016 Jun；32(2)：21-7． 
4)  茂野 敬，伊井みず穂，梅村俊彰，安田智美．北陸地方在住のストーマ保有者の QOL の実態調査．富山大看誌．2016 
Sep；16(1)：41-9． 






第 33 回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会；2016 Feb 19；山梨． 
2)  茂野 敬，安田智美，梅村俊彰，伊井みず穂．ストーマ保有者のストーマセルフケア状況と QOL、不安との関連．
第 33 回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会；2016 Feb 20；山梨． 
3)  安田智美．シンポジウムⅡ ストーマリハビリテーション講習会が果たした役割と課題－標準的ケアは患者の QOL
に貢献できたか－．第 33 回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会；2016 Feb 20；山梨． 
4)  茂野 敬，安田智美，梅村俊彰，伊井みず穂．ストーマ保有者の QOL に影響を及ぼす要因．日本看護研究学会第
42 回学術集会；2016 Aug 20；茨城． 
5)  三谷由起恵，安田智美，梅村俊彰，伊井みず穂，茂野 敬．経皮的冠動脈インターベンションを受けた患者の自己
管理行動に関する要因の検討．日本看護研究学会第 42 回学術集会；2016 Aug 20；茨城． 
6)  梅村俊彰，安田智美，伊井みず穂，茂野 敬．大学生における熱中症の知識・対策の実態－ラッシュモデルを用い
て－．日本看護研究学会第 42 回学術集会；2016 Aug 20；茨城． 
7)  梅村俊彰，吉崎純夫．ソーシャルメディアにおける発言の分析による看護と介護．日本看護研究学会第 42 回学術集
会；2016 Aug 21；茨城． 
8)  茂野 敬，成瀬優知．脳血管疾患発症の季節変動．第 75 回日本公衆衛生学会総会；2016 Oct 27；大阪． 
9)  伊井みず穂，岡本和士，紀平為子，藤原奈佳子．健康増資活動の継続に関与する個人要因の抽出と支援方法の検討．
第 75 回日本公衆衛生学会総会；2016 Oct 27；大阪． 
10)  梅村俊彰，吉崎純夫．自己学習のための医療系国家試験学習支援ツールの開発．第 17 回富山大学看護学会学術集会；




1)  八塚美樹，安田智美ほか．富山がん看護事例検討会開催；2016 Jan 18；富山． 
2)  安田智美，八塚美樹ほか．富山がん看護事例検討会開催；2016 Mar 17；富山． 
3)  八塚美樹，安田智美ほか．富山がん看護事例検討会開催；2016 May 19；富山． 
4)  安田智美，梅村俊彰，伊井みず穂，茂野 敬．第 9 回富山県在宅褥瘡セミナー開催；2016 May 22；富山． 
5)  八塚美樹，安田智美ほか．富山がん看護事例検討会開催；2016 Jul 21；富山． 
6)  安田智美．小児から成人へ，ストーマ関連用品，ストーマ用品の流通．第 13 回ストーマリハビリテーション講習会 
リーダーシップコース．ストーマリハビリテーション講習会実行委員会；2016 Jul 27-30；東京． 
7)  安田智美，伊井みず穂，茂野 敬．在宅高齢者の誤嚥性肺炎予防のための健康教室（7 地区にて開催）；2016 Jul-Nov；
富山． 
8)  安田智美，梅村俊彰，伊井みず穂，茂野 敬．床ずれケアセミナー開催；2016 Nov 6；富山． 
9)  安田智美，八塚美樹ほか．富山がん看護事例検討会開催；2016 Nov 17；富山． 
10)  梅村俊彰．実習評価の方法．富山県保健師助産師看護師等実習指導者講習会．富山県看護協会；2016 Dec 13-15；富
山． 
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